
福井高等工業学校上空写真 1927

「工学部キャンパス」100年の礎を考える
ー關盛治・坂部保治から五十嵐直雄へー 福井工業大学 市川秀和（A-H5 修了）

福井大学工業会 福の井会 2023年度総会記念講演会2023.7.8



福井市の旧城下町構造／風水から見た
福井大学キャンパスの位置
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創立期の教員たち

建築科長 坂部保治
教員 吉田宏彦 野々目一二

角田重喜千 高橋寛

機械科長 金尾忠義
教員 堀内利正 清水篤麿

吉野源之助
機械工場長 中山邦寛

繊維工業科長・紡織分科長 吉田喜一
教員 佐々木三夫 大森留郎

新井幸長
紡織工場長 田中次郎

色染分科長 立木勝蔵
教員 宮岡宇一郎 岡田晃
色染工場長 菊川俊助

初代校長關盛治と創立時の教員

機械

建築

繊維

創立経緯

設置公布
1923：大正12年

12月10日勅命501号

初代校長關盛治拝命
12月11日付

学生定員 120名
建築科A 40名
機械科M 40名
繊維工業科
色染分科T 15名
紡織分科D 25名

３年制（1年３学期制）
第１期生入学式 95名

1924年4月10日

A35, M30, T10, D20

福井高等工業学校の創立をめぐって
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生徒控所

生徒控所

教官室
初代校長關盛治

建築科主任教授
坂部保治

キャンパス全体配置図 1927

福井高等工業学校 上空写真 1927

福井高等工業学校のキャンパス

講堂
書庫 本館



制服・制帽など

大教室での講義 食堂（生徒控所）

軍事教練

キャンパスでの学校生活



初代校長關盛治のことば

意気地なし
何々学校の出身である事にコダわるのは、出身学校と

いう保護色にかくれた了見である。境遇、環境の捕虜と
なるもの多し、人呼んでイクヂナシという。

努力の小出し
私は努力の小出しが大嫌いだ。努力の小出しは努力の

浪費だ。われわれは常に何事に対しても自己の持つ全幅
の努力を拂い出さねばならぬ。
自己の最善を尽くす事、さすれば自分で測り知る事の

出来ない力が涌いて来る事は私の体験であります。

金魚と鯉
先日、一青年を戒めたことがある。君は金魚の様なも

のだ。清い水の中で焼麩を与えておけばどうにか元気だ
が、一度これを急流に投ずれば忽ちヘタばってしまう。
濁流急湍を物ともせず、瀧をも乗り切る鯉の如き溌溂た
る体力と元気がなければならぬ。

ドン底から
困苦欠乏に遇わざる人は不幸なり、と諺にある様に、

人間は一度この難関を通らぬと本当の天賦の力が頭を擡
げて来ないものだ。

熱誠人の教育信念
学生は単に機械的に注入せられたる知識の容器であっ

てはならぬ。教育は注ぎこむべきものでなく感化啓発を
以てその終局の目的とせねばならぬと云うのが私の理想
である。それ故に教える者は教えらるる者に対し親愛の
情を熱誠の力に寄せて進まねばならぬ所に教育の真諦も
また妙味もあると私は考えている。

遺著『工業教育一家言』
1934

校友会誌『北冥』
第６号 1928



福井高等工業学校（戦時中：福井工業専門学校改称）キャンパスは、空襲1945
と地震1948により壊滅し、学校再開が出来ず、文部省から舞鶴や金沢への
移転問題が浮上した。これに激怒した建築科主任の坂部保治は、学校存続
のために、福井市の復興を目指す熊谷太三郎市長と協力関係を結ぶに至る。

地震により壊滅した福井市中心部 1948年6月

空襲により炎上する建築教室棟1945

再建直後、地震で倒壊する校舎1948

坂部保治

熊谷太三郎



市川研究室における福井県戦後建築史調査
研究成果（2017～2023）

市川秀和・朝日海秀

「研究資料

福井県戦後建築史」2021

市川秀和
「福井県建築士会と

郷土の建築家たちの軌跡」
「建築福井」72号 2023

五十嵐直雄設計
「福井神社1957～1966」

福井県初

DOCOMOMO Japan
選定建築物 no.255

（2022.6）



福井大学工学部キャンパス 1951

福井高等工業学校

建築

繊維

機械

電気

福井大学工学部 1951
建築学科
機械学科

５学科 電気学科
紡織学科
繊維染料学科

繊維染料

工学部本部

福井復興博覧会1952
予定地
↓

学芸学部キャンパス

五十嵐直雄
坂部保治



学芸学部キャンパス

工学部キャンパス

福井大学キャンパス 1955

建築学科
工学部 機械学科
５学科 電気学科

紡織学科
繊維染料学科

繊維染料

繊維

建築

電気

機械

福井市復興博覧会1952から福井大学キャンパスへ

1952（昭和27）年4月10日～6月10日

福井市復興博覧会

復興博覧会
第１会場

キャンパス統合へ

1954工学部長 坂部保治
1959退官：名誉教授第１号

工学部

学芸学部

工学部
旧福井高等工業学校



福井大学キャンパス 1964

工学部 1964 建築学科
機械工学科

７学科 電気工学科
紡織工学科
繊維染料学科
工業化学科
応用物理学科

機械
建築

電気

応用物理
工業化学

繊維

繊維染料

五十嵐直雄設計「学生会館」1962

（実施設計：福井大学施設課）

坂部保治設計「講堂」1927

学芸学部キャンパス

工学部キャンパス

講堂

学生会館

キャンパス中央に建つ “シンボル建築“

五十嵐直雄

1964 教授
1974 工学部長

1977～1983 第６代 学長



五十嵐直雄のことば（学長式辞「入学生諸君へ」1983.4）

さて、私はこの５月で学長の任期を終えます。
いろいろなことがありましたが、その感想を一言で
申すなら「福井大学はよいところであった」という
ことであります。これは比較の問題ではなく、
「絶対によい」ということであり、その絶対とは
「学校に対する限りなき愛」と言った方が正しいかも
しれません。始めからそうではありませんでした。
最後にきてそのような感想を持てたのは幸せであった
と思います。

58年度入学の諸君も４年後には私と同じように

母校に対する限りなき愛を感じて卒業される

よう努力されんことを期待して、私の式辞といたします。

福井大学工学部 100年の歴史と伝統を
今のわれわれは如何に受け継ぎ、

次代へ何を伝えていけるのか。

学園紛争から、五十嵐直雄の学長就任へ

1964年1月16日 第４代学長 藤野清久

1968年９月 学園紛争が徐々に激化する
1969年 工学部学生ストライキ
1970年 正門バリケード
1971年5月18日 第５代学長 清水英夫

1972年 正門バリケードを機動隊が実力排除
1974年 工学部学生ストライキ（工学部長 五十嵐雄）

学生暴力による教員傷害事件
1977年 教育学部学生の無期限ストライキ（2月）

卒業式・入学式を中止する（３～４月）
両学部の学生による

無期限ストの解除（4月）
1977年5月18日 第６代学長五十嵐直雄（～1983：２期）

＊学外から元文部大臣・永井道雄が擁立された
ものの、初の県人学長として選ばれた


